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香芝市議会 建設環境委員会 

 

Ⅰ 概要 

 

 

香芝市議会 建設環境委員会 県外研修（平成２５年度） 

 

１ 期  日  平成２５年１０月３１日（木）～１１月１日（金） 

２ 実 施 者   （委員長）細井宏純  （副委員長）中村良路 

  （委 員）北川重信  （委 員）関 義秀 

      （委 員）上田井良二 

                      以上５名 

２ 視 察 地 

（１）山口県防府市寿町７番１号 

     防府市 人口 117,077人（H25.5.1現在） 

         面積 188.59ｋ㎡ 

（２）山口県下松市大手町３丁目３番３号 

     下松市 人口  55,137人（H25.5.1現在） 

         面積  89.44ｋ㎡ 

３ 視察事項   

（１）防府市 ・可燃ごみ処理施設「防府クリーンセンター」について 

（２）下松市 ・ごみ焼却施設及び余熱利用プール 

「アクアピアこいじ」について 

 

 

 本委員会は、平成２５年９月議会において上記のとおり派遣を議決され、視察事項

のとおり研修を行った。 

 まず、１０月３１日午後に防府市役所を訪れ、可燃ごみ処理施設「防府クリーンセ

ンター」について、防府市生活環境部長・福谷氏から説明を受け質疑を行った。 

翌、１１月１日午前に下松市の恋路クリーンセンターを訪れ、ごみ焼却施設及び余

熱利用プール「アクアピアこいじ」について、周南地区衛生施設組合技監・弘中氏か

ら説明を受け質疑を行った。実施委員は、１１月１日の夕刻に帰郷した。 
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Ⅱ 研修内容のまとめ 

期  日：平成２５年１０月３１日（木） 

視 察 地：山口県防府市役所・防府クリーンセンター 

研修内容：可燃ごみ処理施設 

「防府クリーンセンター」について 

 

〔防府市の概要〕 

  

 山口県の瀬戸内側の中央部、県内最大の防府平野をもち、一級河川佐波川の河口に

位置する都市である。地域圏は、山口・防府地区として区分されることが多い一方で、

独立した都市圏を持っている。 

 昔は、県下最大の都市である下関市と、中国地方の拠点都市である広島市の中間点

として、商業都市、交通都市、製塩都市としても栄えていたが、現在は産業・工業都

市の正確が強い。また、有数の観光・歴史資源を抱えているが、県内の他の都市と比

較して全国的な知名度や拠点度は低い。 

 

【 可燃ごみ処理施設・防府クリーンセンターの概要 】 

 

１．事業の目的 

  既存の一般廃棄物処理施設の老朽化に対応 

するとともに、さらなる循環型社会の形成を 

推進することを目的とする。 

また、本事業をＰＦＩ事業として実施する 

ことで、一般廃棄物処理施設の有効かつ効率 

的な更新と、長期間にわたる良好な運営・維 

持管理を行うことを目的とする。（３０年間 

の使用を予定） 

 

２．事業手法 

 □ ＤＢＯ方式 

  ◎ 設計・施行期間 ・・・ Ｈ２２年度～２６年度 

               （Ｈ２６年度は、既設解体・仕上工事） 

◎ 民間事業者 ・・・・・ 川崎重工業（株） 

  ◎ 土木建築工事 ・・・・ Ｈ２３年９月着工 

  ◎ 新施設供用開始 ・・・ Ｈ２６年４月１日～ 

◎ 運営期間 ・・・・・・ Ｈ２６年度～４５年度 

（運営事業者：グリーンパーク防府（株）） 

 

 

福谷部長から歓迎の言葉 
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３．事業の骨格 

◎ 可燃ごみの処理は、水分の多い厨茶類からバイオガスを回収し有効利用し、焼

却施設は高効率の発電を行うことで、全量焼却比較してエネルギー効率を向上。

有害物質・温室効果ガスの排出抑制等により環境負荷を低減する。 

◎ 可燃ごみの処理は、選別施設、バイオガス化施設、焼却施設を組み合わせた処

理システムを構築する。 

◎ 隣接するし尿処理施設と下水道浄化センターで発生する汚泥を、可燃ごみ処理 

施設で全量受け入れ、処理又は有効利用を行う。 

◎ 不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみの処理は、資源化の推進と最終処分量の低減を

図るため、リサイクル施設を整備する。また、市民の環境意識向上を目的とし

て啓発機能を整備する。 

 

４．設置する施設の種類 

◎ 可燃ごみ処理施設（バイオガス化施設を 

併設、啓発機能を備える） 

◎ リサイクル施設（その他プラ、その他紙、 

紙パックの３品を追加） 

◎ 付帯施設（小型動物焼却炉、収集車輌車 

庫等） 

 

５．主な施設の概要 

□ 可燃ごみ処理施設（焼却施設） 

   ◎ 焼却設備 

  ・炉 形 式：連続燃焼ストーカー式並行流炉 

  ・施設規模：７５ｔ／日×２基（年間２８０日換算） 

    ・燃焼温度：８５０℃以上（ガス滞留時間２秒以上） 

   ◎ 熱回収設備 

    ・形  式：加熱器付自然循環式水管ボイラー 

    ・蒸気温度：３６５℃（出口温度160℃～170℃） 

   ◎ 発電設備 

   ・蒸気タービン発電：機定格出力３,６００KW 

□ 可燃ごみ処理施設（バイオガス化施設） 

   ◎ 発酵設備 

    ・発酵方式：乾式高温メタン発酵 

    ・発酵槽規模：５１.５ｔ／日（可燃ごみ34.4ｔ／日・汚泥17.1ｔ／日） 

   ◎ バイオガス利用方法 

    ・バイオガス燃焼式熱風発生炉及び独立過熱器により、ボイラー蒸気を 

昇温 

 

 

細井委員長あいさつ 
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  □ リサイクル施設 

・施設規模：２３ｔ／５ｈ（年間２６０日運転） 

    ・受入 → 手選別 → 破砕 → 選別 → 圧縮梱包 → 搬出 

 

６．施設の設置場所 

  現施設の隣接地 約２４,０００㎡（市街化区域：工業専用地域） 

 

７．事業の効果 

□ 環境性の向上 

  ◎ 排ガス基準化の強化（新施設保証値） 

    ・ばいじん（g／ｍN） ・・・・・・  ０.００２以下 

    ・窒素酸化物（ppm） ・・・・・・・・・  ８０以下 

    ・塩化水素（ppm） ・・・・・・・・・・  ８０以下 

    ・ダイオキシン類（ng-TEQ／ｍN） ・・・  ０.１以下 

  ◎ 発電設備の導入 

・発電端効率（発電量／ごみとメタンガスの熱量）：２３.５％ 

    ・発電量：２４,３７５,４８０KWh／年 ⇒ 約６千世帯分の年間電力消費量 

 

◎ 二酸化炭素排出量の削減 

     排出削減量：１３,０１６tC02／年 

◎ 焼却灰のリサイクル 

     主灰・飛灰の全量をセメント原料化 

□ 全量焼却との比較 

    ・焼却処理量 ・・・・・ ４７,２００t／年（９.３％低下） 

    ・発電量 ・・・・・・・ ２,８００KW（２３.９％増加） 

    ・発電端効率 ・・・・・ ２１.１％（２.４ポイント向上） 

 

８．建設費 

  １０,８９０,０５９千円 

・ＰＦＩ事業費：１０,０６９,５００千円 

・直営事業費：８２０,５５９千円 

 

９．年間運営費用 

・人件費（４１人）・・２１８,８２２千円 

・運転経費 ・・・・・ ９１,６３３千円 

・補修・更新費 ・・・２０５,３７３千円 

・セメント原料化 ・・ ９７,１５５千円 

  ・合計        ６１２,９８３千円 

 

 

現施設の屋上で新施設の説明 
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10．事業化の検討経緯 

□ 計画業務等 

・ごみ処理基本計画の策定（Ｈ１８年度） 

・環境型社会形成推進地域計画の策定・提出（Ｈ１９年度） 

・生活環境影響調査（ミニ・アセス）業務（Ｈ１９～２２年度） 

□ ＰＦＩによる事業手法の検討 

  ・防府市行政改革推進計画（Ｈ１４年度策定）・・・ 民間委託を積極的に検討 

・Ｈ１８年度検討 ・・・ 全量焼却のシミュレーション・コストダウンを検討 

・Ｈ１９年度検討 ・・・ 建設費・運営データを算出し、事業手法を検討 

□ バイオガス化の導入検討 

・循環交付金の充実強化 ・・・・・ メタン発酵残渣とその他ごみ焼却施設と 

                 を組み合わせる 

・技術提案の実施 ・・・・・・・・ コンバインド式 

・財政負担の比較（対全量焼却）・・ コンバインド式で財政負担等が減少 

・環境性の評価 ・・・・・・・・・ 環境負荷の軽減、地球温暖化防止に寄与 

 

11．啓発施設 

□ 研修室兼会議室 

  ・見学者に施設の仕組みをわかりやすく説明し、ごみの減量化・資源化に向け 

て啓発する。 

  ・小学校中学年を対象とした環境クイズゲームにより、環境学習を行う。 

□ 市民工房 

  ・紙すき等を行い、リサイクルを体験する。 

□ 再利用品展示コーナー 

   ・クリーンセンターへ持ち込まれたごみのなかで、再使用（リユース）できる 

ものを展示し、希望者へ提供する。 

   ・ごみ分別ゲームを設置し、ごみ分別の啓発を行う。 

 

 

【所 感】 

 防府市のごみ焼却施設は、大きな工場が建ち並ぶ市街化区域内の工業専用地域にあ

るので、居住区域となる住宅地への影響はほとんどない状況である。 

来年４月からは、新しいごみ焼却施設で操業を開始することになっており、施設か

ら排出される燃焼灰については、地元のセメント関連企業と協力して、セメントの材

料として再利用を計画されている。 

市と地元企業が積極的に協力体制を構築して、地域の活性化につながる先進的なリ

サイクル事業に取り組まれていることが印象に残った。 
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Ⅲ 研修内容のまとめ 

期  日：平成２５年１１月１日（金） 

視 察 地：山口県下松市大字河内３４０番地 

     恋路クリーンセンター・アクアピアこいじ 

プール 

研修内容：ごみ焼却施設及び余熱利用プールについて 

 

〔下松市の概要〕 

 

 下松市は、周南市と光市に挟まれ、沖には笠戸島があり、大きな内海を抱えたよう

な地勢を形成している。山口県東部では、経済活動が活性化しつつあるエリアである。 

瀬戸内海沿岸には工場が建ち並び、港湾は周南市の徳山港とともに徳山下松港と称

され、特定重要港湾に指定されている。市中部に広がっていた田園地帯は、大型商業

施設の出店が相次ぎ、市内の商業面積に占める大型店の占有率は、全国の市町村でト

ップの８２％に達している。 

 

【 恋路クリーンセンター・アクアピアこいじプールについて 】 

 

１．周南地区衛生施設組合〔関係市〕 

下松市、光市、周南市 

 

２．執行機関 

  ・組 合 長 ・・・・ 下松市長 

  ・副組合長 ・・・・ 下松市副市長 

  ・会計管理者 ・・・ 下松市会計管理者 

 

３．関係市の人口 

・下松市 ・・・・・ ５５,０１２人 

・光 市 ・・・・・ ５３,００４人 

・周南市 ・・・・ １１４,６４６人 

 

４．組合の沿革（抜粋） 

  ・昭和４５年 １月１２日・・・周南地区衛生施設組合設立 

・昭和４８年１０月 １日・・・下松清掃工場竣工 

・平成 ７年 ９月３０日・・・恋路クリーンセンター竣工 

・平成 ７年 ９月３０日・・・下松清掃工場閉鎖 

・平成 ７年１０月 １日・・・恋路クリーンセンター供用開始 

 

 

内山局長から歓迎の言葉 
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５．施設の概要 

 □ 施工業者 ・・・ バブコック日立（株） 

□ 施設規模 ・・・ １１０t／２４Ｈ×３炉 

□ 処理方法 ・・・ 全連続燃焼式（流動床式） 

□ 敷地面積 ・・・ １３,０００㎡ 

□ 建物面積（延床面積） 

  ・工場棟（地下２階、地上５階） ・・・ １２,８１６㎡ 

・管理棟（地上３階） ・・・・・・・・・ ２,１０１㎡ 

・計量棟、車庫棟 ・・・・・・・・・・・・ ２５０㎡ 

   ・合 計                 １５,１６７㎡ 

 □ 建設費 

・総事業費 ・・・・・・・・ １６,９０１,５０９千円 

・プラント工事（建築費含む） １４,８１９,６４０千円 

・用地造成 ・・・・・・・・・・・６０９,９４０千円 

・用地費 ・・・・・・・・・・・・５７４,０３３千円 

・その他（灰固形化事業）  ・・・・８７９,８９６千円 

・事業費  ・・・・・・・・・・・・・８３,３００千円 

 

６．収集世帯数（平成２５年３月３１日） 

・下松市 ・・・ ２４,４３７世帯 

・光 市 ・・・ ２２,９１７世帯 

・周南市 ・・・ ４５,６７５世帯 

    合 計    ９３,０２９世帯 

 

７．ごみ処理状況（平成２４年度実績） 

 □ 稼働処理量 

   ・１号炉 ： １９,７９５ｔ 

   ・２号炉 ： １８,８６６ｔ 

・３号炉 ： １７,１２１ｔ 

    合 計    ５５,７８２ｔ 

□粗大ごみ処理施設 

・処理能力 ： ２０ｔ／５ｈ   ・処理量 ： ５,９８８ｔ 

□灰処理の状況 

   ・灰排出量  磁性物 ・・・   １２２ｔ 

不燃物 ・・・ １,４２１t 

飛  灰 ・・・ ３,５７５t 

 

 

 

焼却施設にある会議室で資料説明 
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   ・最終処分場 

磁性物、不燃物 ・・・ 周南市不燃物処理場へ埋立処理 

     飛 灰 ・・・・・・・ 山口エコテック（株）にてセメント原料 

   ・処分費（運搬費を含む） 

磁性物、不燃物 ・・・   ２３,２８９千円（１４,２００円／ｔ） 

飛 灰 ・・・・・・・ １２６,６６５千円（３５,４００円／ｔ） 

□ 余熱利用施設の概要 

   ① 発電設備 ・施設（背圧タービン） ・・・ １,９００kw  

・総発電量  ・・・・・ ６,１４２,２０８kw 

   ② 売電電力量 ・・・ ２３９,０１６kw 

   ③ 売電額 ・・・・・・ ２,０４２千円 

   ④ 場内消費電力量 ９,６４５,５３６kw 

   ⑤ 売電電力量 ・・３,７４２,３４４kw 

 □ アクアピアこいじプール 

   ① 場外施設〔熱利用設備〕 

         温水プール（２５ｍ×８コース） 

※下松市が建設（Ｈ８年完成） 

② 工場内施設 

     管理棟、工場棟の冷暖房及び給湯 

 

 

【所 感】 

 周南地区衛生施設組合のごみ焼却施設は、元々、下松市のごみ焼却施設があった場

所に建設されたものであり、当時は、なぜ下松市に３市組合のごみ焼却施設を作らな

ければいけないのかと、地元住民から強い反対意見があったようである。 

建設にあたっては、施設の必要性を十分に理解してもらうため、数年間にわたって

地域住民と対話を積み重ねてきたと、担当者から説明があった。 

視察研修では、当時の建設経過を詳しく聞くこともでき、市民と信頼関係を構築す

るために、日頃からのコミュニケーションがいかに大切であるかということを、再認

識したところである。 

 

報告者 建設環境委員長 細井宏純 

 

 

 

 

 

 

ごみ焼却場の温水を利用したプール 


